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論文内容要旨
 1.目的
 胸部食道癌のリンパ節転移と予後との関係は,現存の食道癌取扱い規約による転移リンパ節群分
 類では充分説明できない症例も少なくない。その一つの理由に,食道癌のリンパ節郭清が,主に
 手術侵襲の面から,一側の胸腔と腹部に限られ対側の胸腔や頸部の郭清がなされず,全体のリン
 パ節転移状況が把握できないことや,食道や縦隔の複雑なリンパ流の存在があげられる。本研究
 ・は以上の事にかんがみ,予後,転移形式を詳細に分析することにより,更に普遍的で明快なリン
 パ節転移の群分類の一助とすべく検討した。幸い当教室では本邦の多施設で行なっている術前照
 射症例が少なく,この点本研究結果は転移巣の病態を忠実に表現しているものである。
 H.方法
 1970年より1981年6月の約12年間に教室で切除された原発性胸部食道癌257例のうち,姑息
 切除例,直死例,他病死例などを除いたりンパ節転移陽性例g3例と転移陰性例69例の合計162
 例を対象とした。リンパ節転移を〔A)転移リンパ節数により,0個,1～2個,3個以上に分け,
 lB)転移部位により主に(a)胸腔にのみ転移.lb)腹腔内にのみ転移,(c)胸腹腔にわたる転移の3
 群に分類し,予後及び他の因子との関係,術後合併療法別予後との関係について検討した。生存
 率の算定及び有意差の検定はKaplan-Meier法を用い,頻度の有意差の検定にはX2testを用
 いた。
 皿.結果
 {コリンパ節転移様式と各因子との関係
 〔a)リンパ節転移陰性例(n(一)症例)では高分化型扁平上皮癌が多く,低分化型扁平上皮癌は
 少なかった。又,リンパ節転移陽性例に比べて脈管内侵襲陽性率が低く,また転移リンパ節数3個
 以上の症例に比べて男性の占める割合が多かった。
 {b)転移リンパ節数1～2個の症例は近位リンパ節転移例(n1,n2症例)が多くを占め,転移
 リンパ節数3個以上の症例に比して高分化型扁平上皮癌が多かった。
 〔C)転移部位についてみると,胸腔内にのみ転移例では中部食道癌が多く,腹腔内にのみ転位
 例では下部食道癌が多かった。又胸腔内にのみ転移例及び腹腔内にのみ転移例はいずれも転移リ
 ンパ節数1～2個の症例やn1,n2症例の占める割合が多く,逆に胸腹腔にわたる転移例では転
 移リンパ節数3個以上や遠位リンパ節転移例(n3,n4症例)の占める割合が多かった。
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 (d)リンパ節転移様式と年令,食道癌壁深達度,食道内癌転移,原発性多発癌及び粘膜ヒ皮内伸
 展との関係はみられなかった。
 12)リンパ節転移様式と予後
 {a)リンパ節転移陰性例の予後は5生率が65.1%と良好だが,転移陽性例の予後(5生率:1L8
 %)は不良だった。
 {b)リンパ節転移陽性例においては,転移リンパ節数1～2個の5生率は14.5%,腹腔内にの
 み転移例の5生率は16,3%,胸腔内にのみ転移例の5生率は14.3%,n1,n2症例の5生率は
 17.8%であった。これに対し,転移リンパ節数3個以上例,胸腹腔にわたる転移例,n3,n4症
 例は予後不良で,3年以上の長期生存者はみられなかった。
 13)リンパ節転移様式と術後合併療法別予後
 術後合併療法をn(+)例では,11)照射+化学療法,〔2)照射単独,13)合併療法1一)の3群に分け,
 n(一1例では,11)照射療法,12)照射療法非施行の2群に分け検討した。
 〔a)リンパ節転移陰性例では合併療法による生存率の有意な差は出なかったが,照射療法群の5
 生率は71.1%と照射療法非施行群(60.3彩)に比べて高い生存率を示した。
 lb)リンパ節転移陽性例のうち』胸腹腔にわたる転移例,n3,n4症例,転移リンパ節数3個以
 上の症例,胸腔内にのみ転移例及び胸腔内にのみ1～2個の転移例では合併療法による生存率の
 差はなかった。
 lc)n1,n2症例及び1～2個の1フンパ節転移症例では照射+化学療法の5生存はそれぞれ,37.1
 %,35、1%で,照射単独群(5生率はそれぞれ0%)に比べて有意に高い生存率を示した。
 ld)腹腔内にのみ転移例及び腹腔内に1～2個の転移例では照射+化学療法群の5生率はそれぞ
 れ,48,0%,57.1%と照射単独群,合併療法H群がそれぞれ3年以上の生存者がみられないの
 に対し,有意に高い生存率を示した。
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 審査結果の要旨
 胸部食道癌の予後は,リンパ節転移の程度により大きく左右されるが,現存の食道癌取扱い規
 約によるリンパ筋群分類では,当該転移と予後との関係を十分に説明し得ない症例も少くない。
 本研究は以上の事をかんがみ,新しい観点からリンパ節転移と予後との関係を検討したものであ
 る。
 対象例は最近約12年間に切除された原発性胸部食道癌257例のうち,姑息切除例,直死例な
 どを除いたりンパ節転移腸性例93例と陰性例69例の合計162例で,リンパ節転移を転移リンパ節数
 により,0個,1～2個,3個以上に分け,転移部位により主に,胸腔内にのみ転移,腹腔内に
 のみ転移,胸腹腔にわたる転移の三群に分類し検討している。
 その結果,〔1)リンパ節転移陰性例の予後は,5生率が65.1%と良好だが,転移陽性例のそれ
 は11.8%と不良であった。(2)リンパ節転移陽性例においては,転移リンパ節数1～2個の症例,
 腹腔内にのみ転移例,胸腔内にのみ転移例,近位リンパ節転移例(n1,n2症例)の5生率は
 各々14.5%,16.3%,14.3%,17.8%であった。一方,転移リンパ節数3個以上の症例,
 胸腹腔にわたる転移例,遠位リンパ節転移例(n3,n4症例)は各々3年以上の生存者がみら
 れず,予後不良であった。㈹術後合併療法別の検討では,リンパ節転移陰性例については,術後
 照射療法施行例の5生率は71.1%と高い生存率を示し,照射非施行例の5生率は60.3%であっ
 た。リンパ節転移陽性例のうち,胸腹腔にわたる転移例,n3,n4症例,転移リンパ節数3個以
 上の症伊L胸腔内にのみ転移症例,胸腔内にのみ1～2個の転移例では合併療法による生存率の
 差は認めていない。一方,nt,n2症例及び1～2個のリンパ節転移症例では術後照射+化学
 療法群の5生率はそれぞれ37.1彫,35.1%で照射単独群(5生率はそれぞれ0%)に比べて有
 意に高い生存率を示し,腹腔内にのみ1～2個のリンパ節転移例及び腹腔内にのみ転移例(転移
 リンパ節数3個以上の症例も含む)では照射+化学療法群の5生率はそれぞれ57.1%,48.1%
 であり,照射単独群,合併療法(一)群がそれぞれ3年以上の生存者がみられないのに対し,有
 意に高い生存率を得ている。
 本研究は転移リンパ節数及びリンパ節転移部位という新しい観点から胸部食道癌の予後につい
 て詳細に検討し,転移リンパ節数及び転移部位が予後とよく相関することを示し,またリンパ節
 転移状況による術後合併療法の効果から今後の治療方針を決定する上で有意義な示唆を与えたも
 ので,学位に値するものと認める。
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